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令和3年度に行われた主な事業 3年度決算

観光施設整備事業

２，６７０万円

学校給食センター
整備事業

７億３５９万円

ごみ減量収集
対策事業

３，２８５万円

公共交通対策事業

１億８７６万円

ど
う
使
っ
た
？　
　

億
円

ど
う
使
っ
た
？　
　

億
円

8989

一般会計 歳入

議会費　　　8,081万円（0.9％）
災害復旧費　3,658万円（0.4％） 
労働費　　　　325万円（0.1％）

（　）内は構成比

民生費
25億6,512万円
（28.7％） 

総務費
15億1,331万円
（16.9％）

衛生費
12億7,895万円（14.3％） 

教育費
14億165万円
（15.7％）

消防費
4億8,528万円（5.4％）

公債費
6億2,974万円（7.0％） 

農林水産業費
4億7,544万円（5.3％）

商工費
2億5,822万円（2.9％） 

土木費
2億1,463万円
（2.4％）

その他　1億2,064万円（1.4％）

その他依存財源　3億1,542万円（3.4％） 

地方消費税交付金
4億3,676万円
（4.7％）

地方特例交付金 1億5,482万円 （1.7%）
地方譲与税 8,370万円 （0.9%）
法人事業税交付金 2,267万円 （0.2%）
株式等譲渡所得割交付金 1,874万円 （0.2%）
配当割交付金 1,654万円 （0.2%）
環境性能割交付金 1,585万円 （0.2%）
交通安全対策特別交付金 174万円 （0.0%）
利子割交付金 136万円 （0.0%）

固定資産税 9億8,080万円 （10.6%）
町民税 8億9,699万円 （9.7%）
町たばこ税 1億2,548万円 （1.4%）
軽自動車税 7,499万円 （0.8%）
入湯税 1,163万円 （0.0%）

その他自主財源
2億9,248万円（3.2％） 

寄附金　　　　　 1億9,511万円（2.1％）
使用料及び手数料　　7,772万円（0.8％）
分担金及び負担金　　1,493万円（0.2％）
財産収入　　　　　   　472万円（0.1％）

町税　20億8,989万円（22.5％）

自主財源
比率
36.6％
町が自主的に
収入できる
財源

依存財源
比率

63.4％
国や県から
交付等される

財源

諸収入
2億1,444万円
（2.3％）

繰入金
4億6,938万円
（5.1％）

繰越金
3億2,652万円
（3.5％）

地方交付税
26億2,384万円
（28.3％）

町債
7億3,890万円
（8.0％）

国庫支出金
10億7,853万円
（11.6％）

県支出金
6億8,205万円
（7.4％）

92億6,821万円

一般会計 歳出 89億4,298万円安心・安全な学校給食を提供するため
新学校給食センターを建設しました。

適切なごみ収集およびごみ減量のため、
指定ごみ袋の作成・販売、エコステーション
の運営を行いました。老朽化の進む内海および師崎港観光セン

ターを新たな観光拠点として再整備するた
め整備調査委託等を行いました。

町民の通勤・通学・通院などの日常生活を
支える公共交通の維持・活性化を図るため
海っ子バスの運行を行いました。

会計区分 収入額 支出額

特  別  会  計

国 民 健 康 保 険 ２７億６, ５９８万円 ２６億３, ５０４万円
後 期 高 齢 者 医 療 ２億８, ７０５万円 ２億８, ４４３万円
介 護 保 険 ２０億８，０１７万円 １９億８, ００１万円
漁業集落排水事業 　９，９６４万円 　９，５９９万円
師崎港駐車場事業 　１億２, １４５万円 　９，２０１万円

水道事業会計
（ 収 益 的 収 支 ） ７億１, ６５５万円 ７億　９５８万円
（ 資 本 的 収 支 ） １億５, ６２０万円 ２億９，６５０万円

　令和３年度の歳出決算額は89億4,298万円で前年比17億1,032万円の減とな
りました。
　公共施設等の利用需要の変化や老朽化等の問題に対し、「南知多町公共施
設等総合管理計画」に基づき総合的な公共施設の整備・適正配置を行うため
の関連事業および新型コロナウイルス感染症対策事業について、積極的に取
組みました。

各会計別決算

収入合計　92億6,821万円 支出合計　89億4,298万円
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令和3年度に行われた主な事業 3年度決算

観光施設整備事業

２，６７０万円

学校給食センター
整備事業

７億３５９万円

ごみ減量収集
対策事業

３，２８５万円

公共交通対策事業

１億８７６万円

ど
う
使
っ
た
？　
　

億
円

ど
う
使
っ
た
？　
　

億
円

8989

一般会計 歳入

議会費　　　8,081万円（0.9％）
災害復旧費　3,658万円（0.4％） 
労働費　　　　325万円（0.1％）

（　）内は構成比

民生費
25億6,512万円
（28.7％） 

総務費
15億1,331万円
（16.9％）

衛生費
12億7,895万円（14.3％） 

教育費
14億165万円
（15.7％）

消防費
4億8,528万円（5.4％）

公債費
6億2,974万円（7.0％） 

農林水産業費
4億7,544万円（5.3％）

商工費
2億5,822万円（2.9％） 

土木費
2億1,463万円
（2.4％）

その他　1億2,064万円（1.4％）

その他依存財源　3億1,542万円（3.4％） 

地方消費税交付金
4億3,676万円
（4.7％）

地方特例交付金 1億5,482万円 （1.7%）
地方譲与税 8,370万円 （0.9%）
法人事業税交付金 2,267万円 （0.2%）
株式等譲渡所得割交付金 1,874万円 （0.2%）
配当割交付金 1,654万円 （0.2%）
環境性能割交付金 1,585万円 （0.2%）
交通安全対策特別交付金 174万円 （0.0%）
利子割交付金 136万円 （0.0%）

固定資産税 9億8,080万円 （10.6%）
町民税 8億9,699万円 （9.7%）
町たばこ税 1億2,548万円 （1.4%）
軽自動車税 7,499万円 （0.8%）
入湯税 1,163万円 （0.0%）

その他自主財源
2億9,248万円（3.2％） 

寄附金　　　　　 1億9,511万円（2.1％）
使用料及び手数料　　7,772万円（0.8％）
分担金及び負担金　　1,493万円（0.2％）
財産収入　　　　　   　472万円（0.1％）

町税　20億8,989万円（22.5％）

自主財源
比率
36.6％
町が自主的に
収入できる
財源

依存財源
比率

63.4％
国や県から

交付等される
財源

諸収入
2億1,444万円
（2.3％）

繰入金
4億6,938万円
（5.1％）

繰越金
3億2,652万円
（3.5％）

地方交付税
26億2,384万円
（28.3％）

町債
7億3,890万円
（8.0％）

国庫支出金
10億7,853万円
（11.6％）

県支出金
6億8,205万円
（7.4％）

92億6,821万円

一般会計 歳出 89億4,298万円安心・安全な学校給食を提供するため
新学校給食センターを建設しました。

適切なごみ収集およびごみ減量のため、
指定ごみ袋の作成・販売、エコステーション
の運営を行いました。老朽化の進む内海および師崎港観光セン

ターを新たな観光拠点として再整備するた
め整備調査委託等を行いました。

町民の通勤・通学・通院などの日常生活を
支える公共交通の維持・活性化を図るため
海っ子バスの運行を行いました。
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財政を見る

予算のうち、どれくらいを自前の
税収で賄えているかを表します。
この指数が高いほど財政力が強い
ことを示しています。

人件費など毎年かかる固定費の割
合。数値が低いほど政策的に使え
るお金が多いことになります。

一般会計が負担する借金返済費用
の割合。数値が高いほどほかの事
業にあてる財源を圧迫することに
なります。

財政力指数 0.50
昨年比　0.03 悪化 ⬇

経常収支比率 87.6
昨年比　3.0 改善 ⬆

実質公債費比率 5.4
昨年比　0.2 悪化 ⬇

1

2

3

３つのポイント

報告
財政健全化判断比率
すべてクリア

■令和３年度決算に基づく健全化判断比率
　および資金不足比率

健全化判断比率　　　　　　　　　（単位％）

資金不足比率　　　　　　　　　　（単位％）

※（　）内は早期健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

−
（14.72）

−
（19.72）

5.4
（25.0）

46.1
（350.0）

会計の名称 資金不足比率 経営健全化
基準

漁業集落排水
事業特別会計 − 20.0

水道事業会計 − 20.0

　　　　　　　　　監査委員　竹内　友幸
　　　　　　　　　　　　　　藤井　満久

１適正な予算要求と執行を
計画的な予算計上や積算誤りのないよう
職務を遂行すること。

２備品管理の把握体制を
ルールに従い、定期的に確認を行い、適
切な管理に務めること。

３さらなる税徴収率アップを
徴収率は全体的に上がってきているの
で、引き続き適正な業務の実施をお願い
したい。

監査意見
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反対

賛成

内田 保議員

石黒 充明議員

　リニア新幹線、滞納整理機構への負担金
は認めない。同一労働・賃金の実現のない
会計年度任用職員のあり方は問題である。

　新型コロナウイルス感染症対応交付金に
対して、住民の生活と健康を守るべき努力
をしてくれた。財政調整基金については 
10億円台に復活し、財政が厳しい中、前進
している。

　
　定

数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を
求
め
る
請
願

　
少
人
数
学
級
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
含
め
た
定
数
改
善
計
画
の
早
期
実
施

と
、
国
庫
負
担
率
を
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
。

☝︎
全
会
一
致
で
採
択
し
、
意
見
書
を
関
係
大
臣
に
送
付
し
ま
し
た
。

請 

願

特別委員会設置

南知多町の将来のために！
名　称　　公共施設のあり方に係る特別委員会
目　的　　将来を見通した最適な施設配置および効率的
　　　　　かつ効果的な維持管理のための調査研究
定　数　　１２名

令和３年度一般会計
歳入歳出決算認定
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本
会
議
よ
り
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
、
９
月
14
日
に
文
教
厚
生
委
員

会
、
同
20
日
に
総
務
建
設
委
員
会
を
開

催
し
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
両
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と

お
り
で
す
。

決
算
認
定
（
令
和
３
年
度
）

▼
一
般
会
計

　
　
適
応
指
導
教
室
の
利
用
者
数
と
職

員
の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い
た
か
。

　
　
中
学
生
４
人
が
利
用
し
、
教
育
指

導
員
・
教
育
相
談
員
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
計
３
人
で
対
応
し

た
。

　
　
学
校
支
援
者
補
償
保
険
の
対
象
と

な
る
部
活
動
の
う
ち
、
外
部
指
導
者
は

何
人
だ
っ
た
の
か
。

　
　
小
学
校
が
１
人
、
中
学
校
が
７
人

で
あ
る
。

　
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
小

中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

ど
の
程
度
、
話
し
合
わ
れ
て
い
る
か
。

　
　
地
域
の
方
へ
の
協
力
依
頼
な
ど
、

定
期
的
に
議
題
と
し
た
。

　
　

光
熱
水
費
が
増
え
た
理
由
は
何

か
。

　
　
令
和
３
年
９
月
か
ら
新
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
た
こ
と
に
伴
い
、

旧
給
食
セ
ン
タ
ー
の
厨
房
関
係
の
部
屋

に
は
無
か
っ
た
空
調
設
備
お
よ
び
消
毒

保
管
庫
等
を
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、

使
用
電
力
量
が
増
加
し
た
た
め
で
あ

る
。

　
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

発
注
者
支
援
業
務
は
、
ど
こ
に
委
託
し

た
の
か
。

　
　
愛
知
県
住
宅
供
給
公
社
で
あ
る
。

　
　
国
民
年
金
の
届
出
件
数
で
、
ど
の

よ
う
な
届
出
が
減
少
し
た
の
か
。

　
　
資
格
取
得
届
が
２
７
２
件
、
免
除

申
請
が
３
８
２
件
減
少
し
た
。

　
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運
営
費

補
助
金
に
人
件
費
は
含
ま
れ
て
い
る

か
。

　
　
運
営
費
お
よ
び
人
件
費
に
対
す
る

補
助
金
で
あ
る
。

　
　
知
多
地
域
第
二
次
救
急
医
療
対
策

費
負
担
金
は
、
ど
こ
に
支
払
い
、
ど
の

よ
う
に
計
算
さ
れ
た
の
か
。

　
　
知
多
５
市
５
町
に
よ
り
構
成
さ
れ

た
事
業
の
幹
事
市
に
対
し
て
支
払
い
、

区
域
内
全
体
事
業
費
を
全
住
民
数
で
按

分
し
、南
知
多
町
の
負
担
割
合
は
２
．７

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　
　
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
回
収
実
績

を
ど
う
評
価
す
る
か
。

　
　
町
内
２
カ
所
に
お
い
て
、
順
調
に

回
収
量
が
増
え
て
い
る
。

　
　
河
川
の
水
質
調
査
の
中
で
、
特
に

大
腸
菌
群
数
の
１
回
目
と
２
回
目
の
数

値
変
動
が
大
き
い
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

　
　
１
回
目
と
２
回
目
の
調
査
時
期
の

関
係
も
あ
る
た
め
、
数
値
の
変
動
は
妥

当
な
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
昨
年
度
と
同
様
に
、
定
期
預
金
を

開
設
し
な
か
っ
た
理
由
は
何
か
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
に
係
る

資
金
繰
り
を
考
慮
し
た
た
め
で
あ
る
。

委
員
会
審
査
報
告

▲便利なエコステーション
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

委員会審査報告

　　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設
場
所
は
ど

こ
か
。

　
　
内
海
、
山
海
、
豊
浜
、
片
名
の
各

地
区
に
１
基
で
あ
る
。

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
現
状
と
推

進
方
針
は
何
か
。

　
　
空
き
家
の
登
録
件
数
が
少
な
く
、

需
要
に
対
す
る
供
給
が
不
足
し
て
い

る
。
今
後
は
、
空
き
家
の
持
ち
主
に
対

し
、
活
用
を
促
す
効
果
的
な
利
用
促
進

策
を
検
討
し
て
い
く
。

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
保
険
税
の
不
納
欠
損
の
人
数
と
理

由
は
何
か
。

　
　
生
活
保
護
２
人
、
死
亡
２
人
、
無

財
産
３
人
、
行
方
不
明
31
人
、
生
活
困

窮
14
人
で
あ
る
。

　
▼
後
期
高
齢
者
特
別
会
計

　
　
保
険
料
収
入
の
還
付
未
済
の
内
訳

は
何
か
。

　
　
死
亡
30
人
、
住
民
税
申
告
に
よ
る

所
得
の
確
定
が
２
人
で
あ
る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
介
護
保
険
料
の
不
納
欠
損
処
分
の

人
数
と
時
効
延
長
を
し
て
い
る
か
。

　
　
対
象
者
は
12
人
で
、
納
付
誓
約
書

の
提
出
に
よ
り
時
効
を
更
新
し
、
分
割

な
ど
計
画
的
な
納
付
を
お
願
い
し
て
い

る
。

▼
師
崎
港
駐
車
場
事
業
特
別
会
計

　
　
施
設
管
理
費
に
お
い
て
、
不
用
額

の
主
な
理
由
は
何
か
。

　
　
半
導
体
不
足
の
影
響
に
よ
り
、
電

光
掲
示
板
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
仕
様
）
や
料
金
シ

ス
テ
ム
の
工
事
に
必
要
な
機
器
の
入
荷

が
見
込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
工
事

の
一
部
を
取
り
止
め
た
た
め
で
あ
る
。

補
正
予
算

　
▼
一
般
会
計
（
第
５
号
）

　
　
福
祉
車
両
は
、
生
徒
専
用
の
使
用

か
。

　
　
統
合
中
学
校
に
配
置
し
、
生
徒
の

送
迎
以
外
は
、
教
職
員
が
公
用
車
と
し

て
使
用
す
る
。

　
　
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
国
庫
補
助

金
の
確
定
額
は
い
く
ら
か
。

　
　
１
億
１
０
６
万
７
千
７
１
８
円
で

あ
る
。

　
　
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ハ
ウ
ス
の
技
術
を

空
き
家
に
施
工
す
る
際
の
耐
震
性
や
コ

ス
ト
は
ど
う
か
。

　
　
耐
震
性
や
居
住
性
の
検
証
や
コ

ス
ト
の
試
算
の
た
め
に
、
ウ
レ
タ
ン

フ
ォ
ー
ム
を
空
き
家
の
内
側
か
ら
吹
き

付
け
る
こ
の
施
工
で
実
証
実
験
を
行
う

こ
と
に
な
る
。

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
費
の
会
計
年

度
任
用
職
員
報
酬
と
は
何
か
。

　
　
新
た
に
追
加
す
る
サ
イ
ト
に
て
、

役
場
が
直
営
で
返
礼
事
務
を
す
る
た
め

に
１
人
雇
用
す
る
経
費
で
あ
る
。

▼
介
護
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

　
　
国
県
支
出
金
等
返
還
金
が
発
生
し

た
理
由
は
何
か
。

　
　
見
込
額
に
対
し
て
、
保
険
給
付
費

等
の
実
績
額
が
少
な
か
っ
た
た
め
で
あ

る
。

▲インスタントハウス吹付
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６月定例議会は６月１４日から１１日間の会期で開催し、公有水面埋立てに対する意見
について始め議案７件、請願1件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。 件　　名 結果

石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

鈴
木
浩
二

山
本
優
作

森
　
宏
子

令
和
３
年
度
決
算

一般会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○
漁業集落排水事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
師崎港駐車場事業特別会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
４
年
度
補
正
予
算

一般会計（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
一般会計（第６号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国民健康保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
後期高齢者医療特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
介護保険特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
漁業集落排水事業特別会計（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水道事業会計（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条
　
例

南知多町観光施設条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
南知多町使用料条例等の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
南知多町職員の育児休業等に関する条例の一部を改
正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町の議会の議員及び長の選挙における選挙運動
の公費負担に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

財産の購入について（スクールバス２台） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

工事請負契約の締結について（内海観光センター解体工事） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
　
願

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負
担制度の堅持及び拡充を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

南知多町の町長・町議会議員選挙での選挙公報の発
行に関する条例の制定を求める請願

不採
択 × × × × ○ ○ × × × × ×

発
　
議

定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負
担制度の堅持及び拡充を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

公共施設のあり方に係る特別委員会設置について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

件　　名 結果
石
黒
充
明

榎
戸
陵
友

吉
原
一
治

藤
井
満
久

服
部
光
男

内
田
　
保

小
嶋
完
作

片
山
陽
市

鈴
木
浩
二

山
本
優
作

森
　
宏
子

予
算令和４年度南知多町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　○は賛成、×は反対。議長（石垣菊蔵）は採決に加わらない。

９月定例議会は９月９日から１９日間の会期で開催し、令和３年度一般会計決算を始め
議案２０件、請願２件、発議２件を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。

９月臨時会は９月１日、１日間の会期で開催し、令和４年度南知多町一般会計補正予算
（第４号）を審議しました。採決の結果は、以下のとおりです。
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一般質問
６人の議員が町政について質問しました。

一般質問は、議員が町行政全般にわたり、
町長を始めとする執行機関に対して

行う質問のことです。

◦ 

森　

宏
子

　

 •

防
災
時
の
避
難
準
備
に
つ
い
て

　

 •

公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て

◦ 

鈴
木　

浩
二　

　

 •

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て

　

 •

中
学
校
統
合
の
未
来
に
つ
い
て

◦ 

榎
戸　

陵
友

　

 •

小
中
学
校
の
廃
校
活
用
を
考
え
る

◦ 

吉吉
原　

一
治

　
 •

土
砂
災
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

　
 •

第
７
次
南
知
多
町
総
合
計
画
の
推
進
に
つ
い
て

◦ 

服
部　

光
男

　

 •

地
域
公
共
交
通
の
将
来
展
望
を
問
う

◦ 

内
田　
　

保

　

 •

災
害
時
要
配
慮
者
支
援
計
画
に
つ
い
て

　

 •

学
び
や
す
い･

働
き
や
す
い
新
中
学
校
の
建
設
に
向
け
て

　

 •

新
型
コ
ロ
ナ
第
７
波
と
そ
の
後
の
感
染
防
止
に
対
応
す
る
た
め
に
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災
害
時
の
避
難
準
備
は
ど
う
か

災
害
時
の
住
民
の
安
否
確
認
の

方
法
を
、
具
体
的
に
広
報
等
に
掲
載

で
き
る
か
。

高
田
総
務
部
長

　
安
否
確
認
の
方
法
と
し
て
は

「
１
７
１
」（
い
な
い
）
と
覚
え
て
、

こ
ち
ら
に
電
話
を
か
け
、
個
人
の
安

否
情
報
を
伝
言
で
録
音
す
る
と
、
ど

こ
か
ら
で
も
そ
の
音
声
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
も
広
報

誌
や
暮
ら
し
の
便
利
帳
に
掲
載
す
る

と
と
も
に
地
域
の
防
災
講
話
な
ど
で

も
案
内
し
て
い
る
。

水
や
食
料
の
災
害
用
備
蓄
の
一

人
当
た
り
の
具
体
的
な
量
は
、
ど
れ

だ
け
か
。

高
田
総
務
部
長

　
飲
料
水
は
一
人
当
た
り
一
日
３

リ
ッ
ト
ル
、
食
料
は
最
低
３
日
分
。

で
き
れ
ば
一
週
間
分
あ
る
と
よ
い
。

レ
ト
ル
ト
食
品
や
カ
ッ
プ
麺
な
ど
も

非
常
食
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
消
費
期
限
に
は
注
意
が
必
要
で

あ
る
。津

波
避
難
の
場
合
、
高
台
避
難

の
避
難
場
所
へ
の
道
が
坂
道
で
上
が

れ
な
い
、
狭
く
て
通
れ
な
い
等
、
避

難
経
路
の
点
検
は
し
て
い
る
か
。

高
田
総
務
部
長

　
通
常
は
各
地
区
で
の
訓
練
に
合
わ

せ
て
点
検
整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
狭
く
て
通
り
に
く
く
な
っ

た
避
難
経
路
を
改
善
す
る
た
め
の
草

刈
機
の
購
入
、道
路
舗
装
、ソ
ー
ラ
ー

照
明
灯
の
設
置
、
簡
易
な
階
段
の
設

置
等
の
支
援
を
し
て
い
る
。

公
共
施
設
の
使
用
料

町
の
財
政
が
厳
し
い
中
、
生
活

に
直
結
し
な
い
ス
ポ
ー
ツ
や
行
事
、

各
種
団
体
に
対
し
て
の
補
助
金
は
何

種
類
で
金
額
は
ど
れ
く
ら
い
か
。
そ

の
う
ち
目
的
を
達
成
し
、
補
助
の
打

ち
切
り
や
減
額
で
き
る
補
助
金
は
あ

る
か
。
趣
味
に
対
す
る
補
助
金
に
対

し
て
、個
人
負
担
に
し
て
は
ど
う
か
。

高
田
総
務
部
長

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算
で
は
、
町

が
団
体
等
に
対
し
て
補
助
お
よ
び
交

付
金
と
し
て
支
出
し
て
い
る
全
体
の

件
数
は
１
１
２
件
、
総
額
は
約
１３
億

円
弱
と
な
っ
て
い
る
。

　
生
活
に
直
結
し
な
い
と
い
う
判
断

は
困
難
で
は
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
や

行
事
の
補
助
金
は
３
件
、
６
２
６
万

円
で
あ
る
。
今
後
の
公
共
施
設
の
更

新
の
た
め
の
財
源
確
保
、
持
続
可
能

な
財
政
基
盤
の
構
築
を
図
る
た
め
、

歳
出
の
抑
制
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

あ
ら
ゆ
る
公
共
施
設
の
使
用
料

を
受
益
者
負
担
で
町
民
の
皆
様
に
お

願
い
で
き
な
い
か
。

高
田
総
務
部
長

　
公
共
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
ま
で
の
公
共
施
設
再
配

置
計
画
の
策
定
に
向
け
、
保
有
量
の

適
正
化
や
効
率
的
な
配
置
に
つ
い
て

の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
公
共
施
設
の
更
新
を
行
う
た
め
に

膨
大
な
費
用
が
必
要
と
見
込
ま
れ
る

状
況
の
中
、
財
源
確
保
の
た
め
今
後

は
公
共
施
設
を
利
用
す
る
人
と
利
用

し
な
い
人
と
の
均
衡
な
ど
を
総
合
的

に
判
断
し
、
受
益
者
負
担
を
原
則
と

す
る
「
公

共
施
設
の

使
用
料
に

関
す
る
基

本
指
針
」

に
基
づ
き

使
用
料
を

見
直
し
て

い
く
。

Q

A

使
用
料
を
改
定
し
て
収
入
を
増
や
し
て
は

今
後
、
見
直
し
を
検
討

森
もり

　宏
ひろ

子
こ

 議員
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小
中
学
校
の
廃
校
活
用
を
考
え
る

地
方
創
生
交
付
金
を
ど
の
様
に

認
識
し
て
い
る
か
。
　
　
　
　
　
　

高
田
総
務
部
長

　
各
自
治
体
が
実
施
す
る
自
主
的
か

つ
主
体
的
で
先
導
的
な
事
業
を
継
続

的
に
支
援
す
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た

も
の
で
、
有
効
活
用
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

本
町
で
の
地
方
創
生
交
付
金
の

活
用
し
た
事
業
は
何
か
。

高
田
総
務
部
長

　
昨
年
度
ま
で
は
、「
空
き
家
利
活

用
を
核
と
し
た
移
住
定
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
、
本
年
度
か

ら
は
、「
ア
プ
リ
を
使
っ
た
選
ば
れ

る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
し
て
い
る
。

美
濃
市
で
は
、
事
業
費
の
二
分

の
一
の
交
付
金
を
活
用
し
、
廃
校
の

施
設
改
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
町
で
も
、
是
非
、
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
ど
う
考
え
る
か
。

高
田
総
務
部
長

　
再
配
置
計
画
並
び
に
利
活
用
方
針

に
基
づ
き
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る

た
め
の
事
業
と
共
に
交
付
金
活
用
の

検
討
を
進
め
て
い
く
。

今
後
、
廃
校
と
な
る
本
町
の
小

中
学
校
の
活
用
に
対
し
民
間
事
業
者

か
ら
の
打
診
状
況
は
ど
う
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
現
在
、
廃
校
と
な
る
小
中
学
校
の

利
活
用
の
方
針
が
決
ま
っ
て
い
な
い

の
で
、
公
式
に
売
却
、
貸
付
な
ど
の

民
間
事
業
者
へ
の
働
き
掛
け
を
行
っ

て
い
な
い
。
従
っ
て
、
旧
大
井
小
学

校
に
つ
い
て
は
、「
ど
う
す
る
予
定

か
。」
な
ど
、
今
後
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
は
３
件
あ
っ
た
が
、
中
学

校
を
含
め
、
正
式
な
打
診
は
現
在
な

い
。

廃
校
と
な
る
各
小
中
学
校
を
ど

の
様
に
し
て
い
く
つ
も
り
か
。
何
か

計
画
は
あ
る
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
町
内
公
共
施
設
の
総
量
を
縮
減
す

る
必
要
が
あ
り
、
公
共
施
設
再
配
置

計
画
の
中
で
、
南
知
多
町
公
有
財
産

利
活
用
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
公
共

施
設
と
し
て
用
途
を
変
更
し
、
継
続

使
用
、
施
設
の
廃
止
、
取
り
壊
し
、

民
間
譲
渡
な
ど
の
検
討
を
し
て
行

く
。
今
後
、
使
わ
な
く
な
っ
た
小
中

学
校
を
将
来
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
る
。

現
在
、
廃
校
と
な
っ
て
い
る
旧

大
井
小
学
校
を
、
今
後
も
「
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
」
の
よ
う
な
形
で
大
井

区
民
が
活
用
で
き
る
よ
う
に
お
願
い

し
た
い
が
ど
う
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
公
共

施
設
再
配
置
計
画
や
南
知
多
町
公
有

財
産
利
活
用
基
本
方
針
に
よ
り
、
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

町
と
し
て
、
み
さ
き
小
学
校
を

師
崎
中
学
校
跡
地
に
移
転
す
る
考
え

は
な
い
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
教
育
委
員
会
で
は
、
年
内
に
保
護

者
と
児
童
に
対
し
て
統
合
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
そ
の
中
で
、
師
崎
中
学
校
跡
地

へ
の
移
転
に
つ
い
て
も
ご
意
見
を
い

た
だ
く
こ
と
に
し
て
い
る
の
で
、
そ

の
結
果
を
受
け
て
検
討
す
る
。

Q

A

旧
大
井
小
学
校
を
今
後
も
活
用
で
き
る
か

決
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
検
討
し
て
い
く

榎
えの

戸
きど

　陵
りょう

友
すけ

 議員
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▲海っ子バスは電子チケットも使えます！

地
域
公
共
交
通
の
将
来
展
望
を
問
う

路
線
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

ル
ー
ト
の
単
純
化
に
よ
り
運
行
委
託

料
の
値
下
げ
は
可
能
な
の
か
。ま
た
、

ル
ー
プ
化
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
知

多
バ
ス
に
毎
年
支
払
っ
て
い
る
師
崎

線
の
減
収
補
填
分
も
今
後
は
削
減
可

能
か
。高

田
総
務
部
長

　
今
回
の
路
線
見
直
し
が
行
わ
れ
た

場
合
、
師
崎
線
の
減
収
補
填
分
も

な
く
な
り
、
運
行
経
費
の
削
減
は
、

７
０
０
万
円
か
ら
１
千
万
円
程
度
を

見
込
ん
で
い
る
。

運
行
委
託
料
に
は
何
が
含
ま
れ

て
い
る
か
。

高
田
総
務
部
長

　
運
行
委
託
料
に
は
、
人
件
費
、
燃

料
油
脂
費
、
車
両
リ
ー
ス
料
、
車
両

整
備
費
、
自
動
車
諸
税
、
保
険
料
、

そ
の
他
経
費
が
含
ま
れ
て
い
る
。
な

お
、
運
行
委
託
料
の
支
払
い
は
、
運

賃
収
入
等
を
差
し
引
い
た
額
を
支

払
っ
て
い
る
。

バ
ス
車
両
購
入
に
対
し
て
の
補

助
金
が
年
度
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

る
、
ま
た
、
運
行
委
託
料
等
の
赤
字

補
填
に
対
し
て
は
、
80
％
が
地
方
交

付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
が
、
双
方

の
説
明
を
。

高
田
総
務
部
長

　
車
両
購
入
の
補
助
金
は
、
令
和
元

年
度
に
国
土
交
通
省
の
地
域
公
共
交

通
確
保
維
持
事
業
で
、
購
入
費
用
上

限
１
千
５
０
０
万
円
に
対
し
２
分
の

１
の
補
助
、７
５
０
万
円
を
受
け
た
。

令
和
２
年
度
の
補
助
金
は
、
一
般
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
地
域

づ
く
り
助
成
事
業
で
、
１
千
万
円
の

補
助
を
受
け
た
。
補
助
金
に
つ
い
て

は
必
ず
交
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
購
入
前
に
検
討
・
調
整
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
に
つ
い

て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
赤

字
分
の
８
割
に
対
し
て
、
特
別
交
付

税
措
置
が
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

て
、今
後
、補
助
金
制
度
等
も
含
め
、

町
民
に
説
明
し
て
い
く
。

内
海
駅
か
ら
河
和
駅
に
至
る

際
、
内
福
寺
地
区
、
美
浜
町
古
布
地

区
を
通
り
、
中
河
和
を
経
由
し
、
河

和
台
か
ら
厚
生
病
院
を
経
て
河
和
駅

に
至
る
と
い
う
ル
ー
ト
の
設
定
は
で

き
な
い
か
。

高
田
総
務
部
長

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
内
福
寺
地
区
の

交
通
空
白
地
の
解
消
、
豊
浜
地
区
住

民
の
通
院
に
対
す
る
利
便
性
向
上
等

が
考
え
ら
れ
る
反
面
、
河
和
駅
が
目

的
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
乗
車
時
間

の
延
長
等
、
デ
メ
リ
ッ
ト
も
存
在
す

る
が
、
一
つ
の
意
見
と
し
て
検
討
す

る
。

利
用
客
を

増
や
す
た
め
の

工
夫
・
施
策
の

今
後
の
展
開
は

ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

高
田
総
務

部
長

　
ク
ー
ポ
ン
付

き
の
電
子
チ
ケ
ッ
ト
の
導
入
等
、
観

光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
新
た
な

取
組
も
実
施
し
、
令
和
２
年
度
と
比

較
し
て
、
約
３
０
０
万
円
運
賃
収
入

が
増
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
実
施
中
の
小
中
学

生
公
共
交
通
費
無
償
化
事
業
で
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
海
っ
子
バ
ス
に

慣
れ
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
、
子
ど

も
の
乗
車
に
伴
い
親
世
代
の
乗
車
数

が
増
え
る
こ
と
を
見
込
ん
で
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
利
用
促

進
に
つ
な
が
る
事
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
、
継
続
し
て
検
討
し
て
い
く
。

Q

A

ル
ー
ト
見
直
し
の
経
費
削
減
効
果
は

一
千
万
円
ほ
ど
の
削
減
を
見
込
む　

服
はっ

部
とり

　光
みつ

男
お

 議員
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豊
浜
新
居
の
地
滑
り
対
策
の

進
捗
状
況
は

現
在
、
土
砂
災
害
防
止
対
策
工

事
を
進
め
て
い
る
箇
所
は
何
か
所
あ

る
か
。滝

本
建
設
経
済
部
長

　
現
在
、
町
内
に
お
い
て
実
施
さ
れ

て
い
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
工
事

は
、
設
計
委
託
や
用
地
補
償
を
含
め

て
、
８
か
所
で
あ
り
、
内
海
で
２
か

所
、
豊
浜
で
５
か
所
、
篠
島
で
１
か

所
で
あ
る
。

豊
浜
の
新
居
地
区
内
で
実
施
さ

れ
て
い
る
大
規
模
な
地
滑
り
対
策
工

事
に
つ
い
て
、
着
工
ま
で
の
経
過
と

工
事
進
捗
状
況
、
今
後
の
予
定
は
ど

う
か
。滝

本
建
設
経
済
部
長

　
令
和
元
年
度
に
当
該
斜
面
上
部
に

大
き
な
地
形
の
変
化
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
同
年
６
月
に
計
測
機
器

を
設
置
し
観
測
を
開
始
し
た
。
令
和

２
年
度
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
し
、
令
和
３
年
度
に
は
、
緊
急
の

排
水
対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
抜

本
的
な
工
事
の
検
討
を
行
っ
た
。
令

和
４
年
８
月
ま
で
に
、
用
地
取
得
や

物
件
補
償
、
農
道
付
替
え
工
事
を
完

了
し
、
現
在
は
土
砂
排
土
工
事
に
着

手
し
て
い
る
。
今
後
、
排
水
処
理
用

の
井
戸
設
置
工
事
を
実
施
し
、
令
和

５
年
度
末
ま
で
に
、
す
べ
て
の
工
事

の
完
了
を
目
指
し
て
い
く
。

第
７
次
町
総
合
計
画
初
年
度
の

検
証
結
果
は　
　

令
和
３
年
度
に
策
定
さ
れ
た
第

７
次
町
総
合
計
画
は
、
本
町
行
政
の

最
も
基
本
と
な
る
計
画
で
あ
る
。
従

来
の
考
え
方
を
転
換
し
た
点
や
、
こ

れ
ま
で
の
計
画
と
の
違
い
は
ど
う

か
。

高
田
総
務
部
長

　
町
民
に
よ
る
モ
ニ
タ
ー
制
を
導
入

し
、
施
策
の
満
足
度
を
継
続
的
に
測

定
す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ
ま

に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
毎
年
評
価

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、「
わ
か

り
や
す
い
計
画
」「
つ
か
う
計
画
」

と
な
っ
て
い
る
。

計
画
初
年
度
が
終
了
し
た
が
、

そ
の
検
証
の
状
況
は
ど
う
か
。ま
た
、

検
証
結
果
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

る
の
か
。

高
田
総
務
部
長

　
町
民
お
よ
び
職
員
の
意
識
調
査
を

も
と
に
設
定
し
た
２８
の
管
理
指
標
の

う
ち
９
つ
が
目
標
値
を
下
回
り
、
最

終
目
標
と
す
る
年
間
出
生
数
も
目
標

値
の
７５
人
に
対
し
、
令
和
３
年
度
は

５７
人
と
大
き
く
割
り
込
ん
だ
。
８
月

に
は
、
町
民
モ
ニ
タ
ー
や
各
種
団
体

代
表
者
に
よ
る
評
価
委
員
会
を
開
催

し
、
今
後
３
か
年
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
新

年
度
の
予
算
に
反
映
し
て
い
く
。

第
７
次
総
合
計
画
は
、
町
長
の

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
実
行
に
移
し
て
い

く
計
画
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
計
画

の
推
進
に
か
け
る
町
長
の
思
い
と
決

意
は
ど
う
か
。

石
黒
町
長

　
こ
の
計
画
に
示
し
た
「
子
育
て
支

援
と
教
育
の
充
実
」「
産
業
の
活
性

化
と
雇
用
の
確
保
」「
定
住
支
援
」

の
３
つ
の
重
点
政
策
は
重
く
厳
し
い

課
題
で
あ
る
。
学
校
の
適
正
配
置
は

ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
産
業
は
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
出
口
が
見
え
ず
、
老
朽

化
し
た
公
共
施
設
の
再
配
置
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。「
日
本
一

住
み
や
す
い
ま
ち
」「
持
続
可
能
な

南
知
多
町
」の
実
現
に
向
け
て
町
民
、

企
業
、
関
係
団
体
、
そ
の
他
多
く
の

皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
進
み
続
け

る
決
意
で
あ
る
。

Q

A

総
合
計
画
の
推
進
に
か
け
る
決
意
は

皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
進
み
続
け
る

吉
よし

原
はら

　一
かず

治
はる

 議員

▲工事の着手状況

みなみちた議会だより 令和4年11月1日 第181号13 12

一般質問
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デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

町
民
の
生
活
を
便
利
に

本
町
の
Ｄ
Ｘ
は
進
ん
で
い
る
の

か
。
ま
た
、
ど
ん
な
試
み
を
実
施
し

て
い
る
の
か
。

高
田
総
務
部
長

　
第
７
次
町
総
合
計
画
に
基
づ
い
た

Ｄ
Ｘ
推
進
組
織
と
し
て
行
財
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
作
業
部
会
を
設
置
し
推
進

し
て
い
る
。
ま
た
、
庁
内
に
お
い
て

は
、
係
長
以
上
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

配
布
や
庁
内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
構
築
に
よ

り
内
部
会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議

を
実
施
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
本
町

の
普
及
率
は
ど
の
く
ら
い
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
７
月
３１
日
現
在
の
本
町
の
交
付
件

数
は
、
６
千
４
４
８
件
で
交
付
率

３
７
．
７
％
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
の
Ｄ
Ｘ
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
考
え
か
。

高
田
総
務
部
長

　
電
子
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
国
の
「
地
域
活
性
化

起
業
人
制
度
」
を
利
用
し
て
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
の
情
報
発
信
の
充
実
や

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
手
続
き
の

拡
充
な
ど
町
民
の
皆
さ
ま
が
実
感
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

中
学
校
統
合
の
未
来
に
つ
い
て　
　

子
供
た
ち
や
保
護
者
の
不
安
を

払
拭
す
る
た
め
に
何
を
し
て
い
る

か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
統
合
に
向
け
交
流
活
動
の
ほ
か
林

間
学
校
や
夏
休
み
中
の
合
同
部
活
動

練
習
、
合
同
定
期
テ
ス
ト
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ま

に
は
、
統
合
に
向
け
た
協
議
内
容
を

「
再
編
だ
よ
り
」
と
し
て
配
布
し
て

い
る
。
今
後
は
、
保
護
者
説
明
会
を

随
時
開
催
す
る
。
篠
島
中
学
校
に
つ

い
て
は
、
修
学
旅
行
ほ
か
、
可
能
な

限
り
交
流
機
会
を
設
け
て
お
り
、
今

後
、
意
見
交
換
会
も
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。

統
合
に
よ
り
ケ
ア
の
必
要
な
生

徒
に
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
各
小
中
学
校
と
情
報
を
共
有
し
、

事
前
に
交
流
活
動
等
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
統
合
後
の
学
校
生
活
に
ス

ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
南
知
多
中

学
校
開
校
後
も
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
な
ど
を
学
校
に
配
置
し
、
生

徒
の
悩
み
相
談
、
不
登
校
対
策
、
各

家
庭
へ
の
支
援
を
す
る
ほ
か
、
学
習

生
活
支
援
員
を
充
実
し
、
生
徒
の
生

活
を
見
守
る
体
制
を
整
備
し
て
い

く
。

町
長
に
子
供
た
ち
に
明
る
い
未

来
を
示
し
、
保
護
者
の
方
に
安
心
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
大
き
な
方
向
性

を
、
こ
こ
で
宣
言
し
て
い
た
だ
き
た

い
が
ど
う
か
。

石
黒
町
長

　
南
知
多
町
が
育
て
た
い
児
童
生
徒

像
は
、「
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
心

豊
か
に
自
ら
学
び
、
心
身
と
も
に
健

康
で
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
」
で
あ

る
。

　
こ
の
３
つ
の
要
素
を
「
受
け
入
れ

る
心
」、「
認
め
合
う
心
」
が
一
体
と

な
っ
た
「
お
か
げ
さ
ま
で
の
心
」
で

つ
な
ぎ
、
６１
年
の
時
を
経
て
、
南
知

多
町
の
誇
り
を
胸
に
秘
め
た
、「
未

来
を
生
き
、
２１
世
紀
を
生
き
る
資
質

と
個
性
を
持
っ
た
南
知
多
中
卒
業

生
」
を
輩
出
さ
せ
る
南
知
多
中
学
校

を
築
い
て
い
く
こ
と
を
宣
言
す
る
。

Q

A

子
供
達
に
明
る
い
未
来
を
示
す
宣
言
を

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
未
来
に
は
ば
た
け

鈴
すず

木
き

　浩
こう

二
じ

 議員

▲南知多中学校へ GO！

DXとは… Digital Tranceformation（デジタルトランスフォーメーション）の略称で、デジタル技術によってビジネスや社会、生活のスタイルを変えること。
みなみちた議会だより 令和4年11月1日 第181号15 14

一般質問
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災
害
時
要
配
慮
者
の
支
援
計
画
の

作
成
を町

が
示
し
た
災
害
時
に
お
け
る

要
配
慮
者
は
１
９
７
名
で
０
名
の
地

区
も
あ
る
。
登
録
せ
ず「
希
望
す
る
」

と
し
て
い
る
方
の
把
握
方
法
は
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
本
町
の
避
難
行
動
要
支
援
者
の
把

握
は
、
避
難
の
支
援
を
希
望
す
る
方

自
ら
申
し
出
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
そ
の
周
知
は
町
広
報
紙
へ
の

掲
載
、
ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
に

申
請
促
進
を
依
頼
し
て
い
る
。

少
な
く
と
も
町
が
把
握
し
た
要

配
慮
者
に
対
す
る
支
援
者
の
確
定
と

避
難
場
所
、
避
難
方
法
の
個
別
避
難

計
画
は
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
登
録
台
帳
に
支
援
者
を
記
載
し
、

確
定
し
て
い
る
。
し
か
し
避
難
場
所

お
よ
び
避
難
方
法
は
記
載
し
て
い
な

い
。
個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
関
係

課
で
見
直
し
、
協
議
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

大
府
市
で
は
災
害
時
に
自
力
で

避
難
が
難
し
い
要
支
援
者
の
個
別
避

難
計
画
を
策
定
し
、
関
係
者
で
の
情

報
共
有
の
た
め
の
条
例
改
正
を
し

た
。
本
町
も
名
簿
の
共
有
の
た
め
の

条
例
の
整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。大

岩
厚
生
部
長

　
本
町
の
制
度
は
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
へ
の
登
録
も
地
域
支
援
者
へ

の
情
報
提
供
も
要
支
援
者
本
人
の
意

思
を
確
認
す
る
制
度
で
、
現
時
点
で

は
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
優
先

し
て
行
っ
て
い
き
た
い
こ
と
か
ら
条

例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
。

学
び
や
す
い
・
働
き
や
す
い

新
中
学
校
建
設
に
向
け
て
　
　

令
和
５
年
度
開
校
の
南
知
多
中

学
校
３
年
生
は
３
学
級
に
せ
ず
、
現

２
年
生
４
学
級
の
学
び
の
条
件
や
働

く
条
件
が
保
障
さ
れ
る
４
学
級
に
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
統
合
校
に
は
統
合
支
援
担
当
教
員

が
期
限
付
き
で
追
加
配
置
さ
れ
る
の

で
、
４
学
級
に
し
て
学
級
担
任
に
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
町
教

育
委
員
会
は
で
き
る
限
り
多
く
の
友

人
と
生
活
す
る
時
間
を
優
先
し
た
い

と
考
え
、
40
人
の
定
数
内
で
あ
り
、

４
学
級
編
成
は
考
え
て
い
な
い
。

令
和
10
年
度
建
設
予
定
の
新
中

学
校
に
は
、
プ
ー
ル
の
配
置
、
グ
ラ

ン
ド
の
拡
張
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
の
想

定
は
さ
れ
て
い
る
か
。

鈴
木
教
育
部
長

　
プ
ー
ル
は
、
費
用
対
効
果
を
考

え
、
独
自
で
建
設
は
せ
ず
、
町
内
の

小
学
校
や
近
隣
高
校
の
プ
ー
ル
の
借

用
を
考
え
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
の
拡

張
は
現
在
の
敷
地
の
有
効
活
用
を
考

え
て
い
る
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
短
い

時
間
に
一
斉
に
一
か
所
で
昼
食
を
と

る
こ
と
は
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

と
な
り
、
専
用
施
設
と
し
て
は
難
し

い
が
、
多
目
的
施
設
と
し
て
の
位
置

づ
け
の
中
で
必
要
性
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
第
７
波
と
そ
の
後
の

感
染
防
止
に
対
応
す
る
た
め
に

い
つ
で
も
必
要
な
人
に
配
布
で

き
る
よ
う
に
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を

各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
、

各
世
帯
に
も
配
布
す
る
こ
と
が
必
要

と
思
う
が
ど
う
か
。

大
岩
厚
生
部
長

　
町
と
し
て
は
、
換
気
や
消
毒
等
の

感
染
予
防
に
努
め
て
も
ら
い
、
体
調

に
異
変
が
あ
れ
ば
医
療
機
関
を
受
診

す
る
こ
と
で
感
染
拡
大
を
防
ぎ
た
い

と
考
え
て
い
る
の
で
、
抗
原
検
査

キ
ッ
ト
の
配
布
は
考
え
て
い
な
い
。

Q

A

新
中
学
３
年 

３
学
級
で
な
く
４
学
級
に

40
人
の
定
数
内
で 

３
学
級
と
し
た
い

内
うち

田
だ

　 保
たもつ

 議員
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行政調査報告

８月23日（火）　三重県いなべ市

まちづくりのかたち

　いなべ市では新庁舎の敷地内にまちづくりの拠点「にぎわいの森」を建設
し、入込客数は令和元年度から毎年３%程度増加しています。さらに市外から
の移住者が経営するパン屋では、人が多く集まる人気店となっており、市の
活性化や新たな魅力発信にも貢献しています。
　人口減少が始まった早期の段階でまちづくりに取り組み、余力のあるうち
に実行に移すことができた成功事例として調査してきました。

総務建設
委員会

８月９日（火）　名古屋市　アイリス愛知

わかりやすく伝える取り組み

　愛知県町村議会議長会主催の広報研修会が開催されました。
　「読んでもらう議会だより」を目指し、紙面の工夫をしていきます。

議会広報
特別委員会

８月１日（月）　岐阜県美濃市

廃校舎を伝統産業を担う観光施設へ

　美濃市は、学校再編成を平成14年から取り組み、平成13年度の小学校
11校、中学校３校が、平成24年度までに７校が廃校となりました。廃校
舎活用方法として、生涯学習センターへの転用、民間事業者による活用、
観光施設となっています。本町でも、廃校が増える中、その活用方法につ
いてを調査してきました。

　7月21日（木）、令和4年4月から供用
開始した知多南部広域環境センター
「ゆめくりん」を視察しました。
　センター内の見学と質問等について、
職員から説明を受けごみ処理の理解が
深まる有意義な研修となりました。

文教厚生
委員会

令和4年度推計値
（4～6月実績×4期）

当初の見込値
（令和4年度ごみ処理基本計画の見込値）

比較

知多南部広域環境センターの構成市町：半田市、常滑市、南知多町、美浜町および武豊町

可燃ごみ

不燃・粗大ごみ

61,998ｔ／年

1,650ｔ／年

70,580ｔ／年

3,556ｔ／年

△8,582ｔ

△1,906ｔ

えっ！ごみが減った

構成する2市3町のごみの搬入量

▲環境プログラムを体験

▲美濃和紙の歴史が展示▲先進地の情報をキャッチ▲熱心に受講している議会広報委員

▲にぎわいの森の店舗 ▲庁舎からいなべ市街を望む
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オンラインと
は？

オンラインで開催しました
令和４年８月２５日（木）の議会運営委員会は有事に備えて
試験運用を行いました。

　新型コロナウイルス感染症その他重大な感染症のまん延や大規模な災害等により
委員会などに議員が開会する場所へ移動・参集が困難であると認める場合は、映像
と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話ができる方法。

▲自宅から会議に参加できます！

令
和
４
年
11月

１
日
発
行

愛
知
県
南
知
多
町
議
会
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9月定例会の会議録は、11月中旬ごろ町公式ホームページに掲載する予定です。

※都合により変更となる場合があります。

ケーブルテレビ（CCNC）放映日
【121CH】

12月18日（日） 10：00

12月19日（月） 22：00

12月 6日(火)

12月 7日(水)

12月 9日(金)

12月13日(火)

12月16日(金)

本会議（初日）

一般質問（二日目）

文教厚生委員会

総務建設委員会

本会議（最終日）
ホームページQRコード

マチイロQRコード
広報誌アプリ

181
第

号

12月定例会の開催予定 ※議会の日程は、町ホームページでもご覧いただけます。




